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山
片
蟠
桃
『
夢
ノ
代
』
経
論
篇
訳
注
（
一
）

岸　

田　

知　

子

一
、�

テ
キ
ス
ト
は
、関
西
大
学
図
書
館
所
蔵
写
本
を
底
本
と
し
、

こ
れ
に
句
読
点
等
を
施
し
た
日
本
思
想
大
系（
岩
波
書
店
）

本
を
参
照
し
た
。

一
、�

文
中
［　

］
は
底
本
以
外
の
本
に
よ
る
補
入
。
日
本
思
想

大
系
本
に
従
う
。

一
、
漢
字
は
常
用
漢
字
を
用
い
た
。

一
、
コ
ト
、
ド
モ
を
示
す
記
号
は
カ
ナ
表
記
に
改
め
た
。

一
、�

送
り
仮
名
・
振
り
仮
名
の
う
ち
片
仮
名
は
底
本
に
よ
る
。

平
仮
名
は
訳
注
者
が
施
し
た
。

一
、
各
章
の
タ
イ
ト
ル
は
訳
注
者
が
つ
け
た
。

一
、
経
論
を
書
く
に
あ
た
っ
て

　

経
書
①

ノ
論
ハ
下
愚
②

ノ
及
ベ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
。
殊
サ
ラ
ニ
先
哲

ノ
議
論
精
粋
ニ
シ
テ
、
此
ノ
上
ノ
説
ハ
ア
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
コ
ト
ナ

リ
。
シ
カ
レ
ド
モ
、
亦
ヲ
ヒ
〳
〵
ニ
発
明
③

ス
ル
コ
ト
ナ
キ
ニ
シ

モ
ア
ラ
ズ
。
先
賢
ノ
説
ヲ
楷
梯
④

ト
シ
テ
、
ダ
ン
〳
〵
ニ
未
発
⑤

ノ
論
モ
出
来
ル
コ
ト
ナ
レ
バ
、
思
ヒ
〳
〵
ノ
新
説
・
僻
説
ナ
リ
ト

モ
云
出
シ
テ
討
論
ス
ル
ト
キ
ハ
、
コ
レ
モ
亦
止
ム
ニ
マ
サ
ル
モ
ノ

ナ
ラ
ン
カ
。
ス
デ
ニ
孔
聖
ス
ラ
日
食
ヲ
前
知
シ
玉
ハ
ズ
。
皆
コ
レ

ヲ
ヒ
〳
〵
ニ
発
明
・
試
測
ス
ル
所
ニ
シ
テ
、
未い
ま
だヒ
ラ
ケ
ザ
ル
ヲ
イ

カ
ン
。
余
ガ
輩
、
商
賈
⑥
ノ
家
ニ
生
レ
テ
狭ケ
ウ

識シ

鈍ド
ン

才サ
イ

ト
イ
ヘ
ド
モ
、

幸
ニ
シ
テ
中
井
竹
山
・
履
軒
⑦

両
先
生
ノ
門
ニ
游
ビ
、
平
生
ノ
議

論
ヲ
聞
コ
ト
ア
ル
ニ
ア
ヅ
カ
ル
コ
ト
ヲ
得
タ
リ
。
ユ
ヘ
ニ
ソ
ノ
新

発
ノ
コ
ト
ヲ
三
四
コ
ヽ
ニ
シ
ル
シ
テ
子
弟
ニ
与
フ
。
其
中
ニ
ハ
大

賢
タ
ル
朱
先
生
⑧

ノ
註
ヲ
議
シ
、
ソ
ノ
余
ノ
諸
賢
ノ
説
ヲ
論
ズ
ル

モ
ノ
ハ
、
実
ニ
蚊ブ
ン

蠅ジ
ャ
ウ
⑨

ノ
鳳ホ
ウ
ク
ハ
ク鶴
ヲ
ソ
シ
ル
ガ
ゴ
ト
シ
ト
イ
ヘ
ド

モ
、
唯
ソ
ノ
僻ヘ
キ

見ケ
ン

・
陋ロ
ウ

説セ
ツ

ナ
リ
ト
モ
云
テ
口ク
チ

ヲ
叩タ
ゝ

キ
、
睡ス
イ

眠ミ
ン

ヲ
サ

マ
シ
テ
止
ム
⑩
ニ
ア
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
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【
注
】

①
儒
教
の
正
典
。『
易
（
経
）』『
詩
（
経
）』『
書
（
経
）（
＝
尚
書
）』

『
礼
記（
ま
た
は
儀
礼
・
周
礼
）』『
春
秋
』を
五
経
と
い
う
。『
春
秋
』

に
代
え
て
、
そ
の
解
説
書
で
あ
る『
春
秋
公
羊
伝
』『
春
秋
穀
梁
伝
』

『
春
秋
左
氏
伝
』
を
加
え
、『
論
語
』『
孟
子
』『
爾
雅
』『
孝
経
』
も

加
え
て
十
三
経
と
呼
ば
れ
る
。

②
『
論
語
』
陽
貨
篇
「
唯
上
知
与
下
愚
不
移
（
唯
だ
上
知
と
下
愚

と
は
移
ら
ず
）」に
よ
る
。
雍
也
篇
の「
中
人
以
上
、
可
以
語
上
也
。

中
人
以
下
、
不
可
以
語
上
也
（
中
人
以
上
は
、
以
て
上
を
語つ

ぐ
べ

し
。
中
人
以
下
は
、
以
て
上
を
語
ぐ
べ
か
ら
ざ
る
な
り
）」
と
合

わ
せ
て
、
人
に
は
上
知
・
中
人
・
下
愚
が
あ
り
、
経
書
の
よ
う
な

上
級
の
学
問
は
自
分
の
よ
う
な
下
愚
に
は
で
き
な
い
と
謙
遜
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

③
現
代
で
は
器
具
や
方
法
・
技
術
を
初
め
て
考
案
す
る
意
に
用
い

る
こ
と
が
多
い
が
、
こ
の
時
代
で
は
、
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
こ

と
を
見
つ
け
出
す
と
い
う
、
今
の
「
発
見
」
の
意
で
用
い
ら
れ
た
。

④
階
梯
と
同
じ
で
、
ハ
シ
ゴ
の
意
。
そ
こ
か
ら
糸
口
、
手
引
き
の

意
味
に
使
わ
れ
る
。

⑤
ま
だ
外
に
現
れ
な
い
。『
中
庸
』「
喜
怒
哀
楽
之
未
発
、謂
之
中（
喜

怒
哀
楽
の
未
だ
発
せ
ざ
る
、
こ
れ
を
中
と
謂
ふ
）」
に
よ
る
。

⑥
商
人
。
商
は
行
商
、
賈
は
店
で
商
う
者
。

⑦
中
井
竹
山
は
懐
徳
堂
第
四
代
学
主
。
履
軒
は
そ
の
弟
。
蟠
桃
の

終
生
の
師
。

⑧
朱
熹
（
一
一
三
〇
～
一
二
〇
〇
）
の
こ
と
。
宋
学
の
大
成
者
で

朱
子
と
呼
ば
れ
る
。

⑨
カ
や
ハ
エ
。
鳳
や
鶴
の
よ
う
な
立
派
な
も
の
に
比
べ
、
学
識
が

浅
く
取
る
に
足
り
な
い
も
の
を
譬
え
て
い
る
。

⑩
本
書
の
初
稿
の
タ
イ
ト
ル
は『
宰さ
い

我が

ノ
償
つ
ぐ
な
ひ』で
あ
り
、『
夢
ノ
代
』

と
と
も
に
『
論
語
』
公
冶
長
篇
の
宰
我
の
昼
寝
に
由
来
す
る
。
本

書
「
自
叙
」
に
も
「
枕
を
友
と
し
眠
ら
ん
と
せ
し
が
」「
日
々
に

眠
り
萌き
ざ

さ
ん
と
す
れ
ば
」
と
あ
り
、「
宰
我
の
昼
寝
の
代
償
」
と

い
う
題
名
の
意
図
を
繰
り
返
し
示
し
て
い
る
。

【
現
代
語
訳
】

　

経
書
に
つ
い
て
の
論
は
私
の
よ
う
な
愚
か
な
者
に
は
及
ぶ
こ
と

も
で
き
な
い
。
と
り
わ
け
先
哲
の
議
論
が
精
し
く
優
れ
て
い
る
の

で
、
こ
れ
以
上
説
く
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
一
方
で
時
代
が
下
る
ご
と
に
わ
か
っ
て
き
た
こ
と
も
な

い
わ
け
で
は
な
い
。
先
賢
の
説
を
手
が
か
り
に
し
て
、
次
第
に
未

発
の
論
も
出
て
き
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
思
い
思
い
の
新
説
や

偏
っ
た
自
説
で
も
口
に
し
て
討
論
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
も
ま
た
と

ど
め
お
く
よ
り
は
い
い
で
あ
ろ
う
。

　

孔
子
で
す
ら
日
食
を
予
知
す
る
こ
と
は
お
で
き
に
な
ら
な
か
っ

た
。
そ
の
後
、
皆
が
こ
の
こ
と
を
だ
ん
だ
ん
に
発
見
し
観
測
し
た
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の
で
あ
っ
て
、
ま
だ
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
も
の
は
ど
う
し
よ
う

も
な
い
。

　

私
は
商
家
に
生
ま
れ
て
知
識
も
狭
く
鈍
才
で
あ
る
が
、
幸
い
な

こ
と
に
中
井
竹
山
・
履
軒
両
先
生
の
門
に
学
び
、
先
生
の
普
段
の

議
論
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
だ
か
ら
新
し
い
見
識
を
い
く
つ
か

こ
こ
に
書
き
記
し
て
、
わ
が
子
弟
に
与
え
よ
う
。
そ
の
中
に
は
大

賢
で
あ
る
朱
先
生
の
註
を
議
し
た
り
、
そ
の
ほ
か
の
諸
先
生
の
説

を
論
ず
る
も
の
も
あ
り
、
こ
れ
ら
は
実
に
蚊
や
蠅
が
鳳
や
鶴
を
そ

し
る
よ
う
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
た
だ
そ
れ
が
偏
っ
た
見
方
や
ま

ち
が
っ
た
説
で
あ
っ
て
も
、
言
い
出
し
た
そ
の
口
を
た
た
い
て
、

眠
り
を
覚
ま
す
だ
け
の
こ
と
は
あ
ろ
う
。

二
、『
書
経
』虞
書
五
篇
は
夏
書
と
す
べ
き
で
あ
る

　

履
軒
先
生
ノ
曰
、「
虞
書
①

ハ
夏
書
ニ
作
ル
ベ
シ
。
今
文
舜
典

ヲ
堯
典
ニ
合
ス
レ
バ
②
、
亦
明
ラ
カ
ニ
夏
史
ノ
作
ル
処
ナ
リ
③
。

亦
大
禹
謨ボ

ハ
取
ベ
キ
ナ
シ
」
ト
。
又
先
生
典
謨
接
④

ヲ
ツ
ク
ル
。

二
帝
ノ
心
志
ヲ
顕
々
ト
シ
テ
見
ル
ガ
ゴ
ト
シ
。
ア
ヽ
何
等
ノ
筆ヒ
ツ

力
リ
ョ
ク

ゾ
ヤ
。

【
注
】

①
『
書
経
（
尚
書
）』
で
虞
（
舜
）
時
代
の
史
官
が
記
し
た
と
さ

れ
る
「
堯
典
」「
舜
典
」「
大
禹
謨
」「
皐こ
う

陶よ
う

謨ぼ

」「
益え
き

稷し
ょ
く」
の
五
篇
を

指
す
。

②
漢
代
の
書
体（
隷
書
）を
今き
ん

文ぶ
ん

と
い
い
、
そ
れ
以
前
の
書
体（
篆

書
）
を
古
文
と
い
う
。『
書
経
（
尚
書
）』
に
は
今
文
の
も
の
と
古

文
の
も
の
と
が
あ
り
、『
今
文
尚
書
』で
は
堯
帝
の
事
跡
の
記
録「
堯

典
」
と
舜
帝
の
事
跡
の
記
録
「
舜
典
」
が
同
一
篇
と
な
っ
て
い
る
。

③
「
舜
典
」
以
下
は
夏
の
時
代
に
書
か
れ
た
と
み
る
べ
き
で
、
さ

ら
に
「
堯
典
」
と
「
舜
典
」
が
同
一
篇
で
あ
る
な
ら
、「
堯
典
」

を
含
め
て
す
べ
て
が
夏
の
史
官
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
と
す
る
。

④
中
井
履
軒
の
著
書
。
典
謨
と
は
一
般
的
に
は
「
堯
典
」「
舜
典
」

の
二
典
と
「
大
禹
謨
」「
皐
陶
謨
」「
益
稷
」
の
三
謨
を
指
す
。
履

軒
は「
堯
典
」と
篇
首
二
十
八
字
を
除
い
た
舜
典
を
合
わ
せ
て「
堯

典
」
と
し
、「
大
禹
謨
」
は
偽
作
で
あ
る
と
し
て
削
除
、「
皐
陶
謨
」

「
益
稷
」
を
合
わ
せ
て
「
皐
陶
謨
」
と
し
た
。
こ
れ
ら
の
改
変
は

孔
安
国
の
説
に
基
づ
き
、
さ
ら
に
後
儒
の
加
筆
を
多
く
指
摘
し
て

い
る
。
履
軒
の
『
書
経
』
に
関
す
る
著
述
に
は
、
ほ
か
に
『
夏
書

逢
原
』『
尚
書
雕
題
』
が
あ
る
。

【
現
代
語
訳
】

　

履
軒
先
生
は
「
虞
書
五
篇
は
夏
書
と
す
べ
き
で
あ
る
。『
今
文

尚
書
』
の
「
舜
典
」
を
「
堯
典
」
に
合
わ
せ
て
一
篇
と
す
れ
ば
、
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明
ら
か
に
夏
の
史
官
の
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
大
禹
謨
は
取

る
べ
き
も
の
は
な
い
」
と
い
う
。
ま
た
先
生
は
『
典
謨
接
』
を
お

書
き
に
な
っ
た
。
そ
れ
を
読
む
と
堯
・
舜
の
二
帝
の
志
を
ま
ざ
ま

ざ
と
見
る
よ
う
で
あ
る
。
あ
あ
何
と
い
う
筆
力
だ
ろ
う
か
。

三
、『
書
経
』
舜
典
の
巡
守
に
つ
い
て

　
「
歳
二
月
東
巡
守
シ
テ
至
ル二
于
岱
宗
ニ一
①

」
云
々
、「
五
月
南
巡
守
シ

至
ル二
于
南
岳
ニ一
」「
八
月
ニ
西
巡
守
至
ル二
于
西
岳
一
」「
十
有
一
月
朔
ニ
巡

守
シ
至
ル二
于
北
岳
ニ一
」云
②々
。元
コ
ノ
巡
守
ハ
文
ニ
ア
ル
通
リ
ニ
テ
、

諸
侯
ノ
国
々
ノ
得
失
ヲ
正
シ
、
時
月
ヲ
カ
ナ
ヘ
③
、
律リ
ツ

度ト

量リ
ャ
ウ

衡コ
ウ

ヲ
同
シ
ウ
シ
④
、
礼
器
ヲ
修
ム
ル
⑤

ノ
為
ニ
シ
テ
、
其
方
角
ヘ
行

タ
ル
ユ
ヘ
ニ
ソ
ノ
方
ノ
鎮
山
⑥

ヲ
祭
リ
、
並
ニ
游
観
⑦

モ
ス
ル
コ

ト
ナ
リ
。
今
ノ
ゴ
ト
ク
ニ
游
観
ス
ル
ノ
ミ
ニ
ア
ラ
ズ
。
又
鬼
神
ノ

コ
ト
ユ
ヘ
初
ニ
コ
レ
ヲ
祭
ル
⑧

ト
イ
ヘ
ド
モ
、
祭
ノ
ミ
ニ
ア
ラ
サ

ル
也
。
シ
カ
ル
ニ
コ
ノ
巡
守
ノ
コ
ト
ハ
、
コ
ノ
法
ヲ
立
ヲ
ク
コ
ト

ニ
テ
、
実
ノ
記
事
ニ
ハ
ア
ラ
ザ
ル
ナ
リ
。
一
通
リ
ニ
ヨ
ミ
テ
ハ
、

実
ニ
巡
守
ナ
リ
シ
ヤ
ウ
ニ
聞
ユ
ル
ナ
リ
。
コ
レ
ハ
大
抵
ニ
五
行
配

当
⑨
ニ
近
シ
。 

先
ヅ
ハ
巡
守
ノ
法
ヲ
定
ム
ル
ト
キ
ハ
、
カ
ク
ノ
ゴ

ト
ク
ナ
ル
ベ
シ
。
サ
テ
今
年
巡
守
セ
ン
ト
ア
ル
ニ
至
リ
テ
ハ
、
五

月
ハ
暑
ニ
至
ル
、
南
岳
ニ
ハ
往
ベ
カ
ラ
ズ
。
十
一
月
ハ
寒
ニ
至
ル
、

北
岳
ニ
ハ
行
ベ
カ
ラ
ズ
。
五
月
北
ニ
行
テ
、
十
一
月
南
ニ
行
ヲ
、

時
ヲ
得
タ
リ
ト
ス
。
シ
カ
レ
バ
則
チ
コ
ノ
文
、
実
ニ
舜
ノ
巡
守
ア

リ
シ
ト
ス
ル
ハ
謬
ナ
ラ
ン
。
管
仲
封ホ
ウ

禅セ
ン

ヲ
云
⑩
、
始
皇
・
武
帝
ノ

巡
守
ハ
実
ナ
ル
ベ
ケ
レ
ド
モ
、
コ
ノ
巡
守
ノ
文
ヲ
見
ア
ヤ
マ
リ
タ

ル
コ
ト
モ
ア
ル
ベ
シ
。

【
注
】

①
岱
宗
は
泰
山
の
こ
と
。
五
岳
の
一
つ
で
、
山
東
省
に
あ
る
。
昔
、

天
子
が
即
位
す
る
と
、
こ
の
山
で
封
禅
（
天
地
を
祀
る
儀
式
）
を

し
た
。
五
岳
は
五
山
と
も
い
い
、
泰
山（
東
岳
）・
華
山（
西
岳
）・

衡
山
（
南
岳
）・
恒
山
（
北
岳
）・
嵩す
う

山
（
中
岳
）
の
こ
と
。
他
説

も
あ
る
。

②
「
歳
二
月
東
巡
守
至
于
岱
宗
」
以
下
「
五
月
」「
八
月
」「
十
有

一
月
」
と
も
に
『
書
経
』
舜
典
。

③
「
舜
典
」
の
二
月
に
「
協
時
月
（
時
月
に
協
ふ
）」
と
あ
る
。

④
「
舜
典
」
二
月
に
「
同
律
度
量
衡
（
律
度
量
衡
を
同
じ
う
す
）」

と
あ
る
。
律
は
音
楽
の
調
子
、
音
階
。
度
量
衡
は
、
も
の
さ
し
と
、

ま
す
と
、
は
か
り
。

⑤
「
舜
典
」
二
月
に
「
修
五
礼
五
玉
（
五
礼
五
玉
を
修
む
）」
と
あ

る
。「
五
礼
五
玉
」
は
儀
礼
に
用
い
る
五
種
の
礼
器
や
玉
を
い
う
。

⑥
し
ず
め
と
な
る
山
。
こ
こ
で
は
五
岳
を
指
す
。

⑦
楽
し
ん
で
見
物
す
る
。
遊
覧
。

⑧
鬼
神
は
、
死
ん
だ
人
、
お
よ
び
そ
の
霊
魂
。「
初
ニ
コ
レ
ヲ
祭
ル
」
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と
は
、「
舜
典
」
の
正
月
に
「
禋
于
六
宗
、
望
于
山
川
、
徧
于
羣

神
（
六
宗
に
禋い
ん

し
、
山
川
に
望ぼ
う

し
、
羣
神
に
徧あ
ま
ね
く
す
）」
と
あ
る

を
い
う
。「
六
宗
」
は
天
・
地
・
四
時
を
い
う
。

⑨
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
五
行
（
木
火
土
金
水
）
に
当
て
は
め
る
こ

と
。
こ
の
「
舜
典
」
の
場
合
、
二
月
・
五
月
・
八
月
・
十
一
月
は

春
夏
秋
冬
の
真
ん
中
の
月
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
を
代
表
す
る
。

春
は
五
行
の
木
に
当
た
り
、
方
角
は
東
、
夏
は
火
で
南
、
秋
は
金

で
西
、
冬
は
水
で
北
に
当
た
る
。
二
月
（
春
）
に
東
、
五
月
（
夏
）

に
南
、
八
月
（
秋
）
に
西
、
十
一
月
（
冬
）
に
北
に
行
く
と
い
う

の
は
、
五
行
に
当
て
は
め
て
い
る
だ
け
だ
と
い
っ
て
い
る
。

⑩
覇
者
に
な
っ
た
斉
の
桓
公
が
封
禅
を
行
お
う
と
し
た
時
、
管
仲

が
諫
止
し
た
こ
と
が
『
管
子
』
封
禅
篇
に
あ
る
。

【
現
代
語
訳
】

　
『
書
経
』に「
歳
の
二
月
、
東
に
巡
守
し
、
岱
宗
に
至
る
」云
々
、

「
五
月
、
南
に
巡
守
し
、
南
岳
に
至
る
」、「
八
月
、
西
に
巡
守
し
、

西
岳
に
至
る
」、「
十
有
一
月
、
朔
に
巡
守
し
、
北
岳
に
至
る
」云
々

と
あ
る
。
も
と
も
と
こ
の
巡
守
は
こ
の
文
に
あ
る
と
お
り
で
、
諸

侯
が
国
々
の
得
失
を
正
し
、
暦
を
正
し
、
音
律
や
度
量
衡
を
統
一

し
、
礼
器
を
整
え
る
た
め
で
あ
っ
て
、
そ
の
方
角
へ
行
っ
た
か
ら

そ
の
方
角
の
鎮
護
の
山
を
祭
り
、
つ
い
で
に
遊
覧
も
す
る
こ
と
で

あ
る
。
今
の
よ
う
に
遊
覧
す
る
だ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
鬼
神
に

も
関
わ
る
か
ら
、
初
め
に
こ
れ
を
祭
る
こ
と
を
い
う
が
、
祭
る
だ

け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

し
か
も
、
こ
の
巡
守
の
こ
と
は
、
こ
の
法
則
を
立
て
て
お
く
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
実
際
に
行
な
っ
た
記
事
で
は
な
い
の
で
あ

る
。
一
通
り
読
ん
だ
だ
け
で
は
、
実
際
に
巡
守
が
あ
っ
た
よ
う
に

聞
こ
え
る
。
こ
れ
は
大
体
五
行
配
当
に
近
い
も
の
で
あ
る
。
ま
ず

巡
守
の
法
則
を
定
め
る
と
き
に
は
、
こ
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
で

あ
ろ
う
。
さ
て
、
今
年
巡
守
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
し
た
ら
、
五

月
は
暑
い
か
ら
南
岳
に
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。
十
一
月
は
寒
い
か

ら
、
北
岳
に
は
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。
五
月
に
北
に
行
き
、
十
一

月
に
南
に
行
く
の
を
、
時
を
得
て
い
る
と
い
う
の
だ
。

　

そ
う
す
る
と
、
こ
の
文
か
ら
実
際
に
舜
の
巡
守
が
あ
っ
た
と
す

る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
管
仲
が
封
禅
の
こ
と
を
い
い
、
秦
の
始
皇

帝
や
漢
の
武
帝
の
巡
守
は
実
際
に
行
な
わ
れ
た
こ
と
で
は
あ
る

が
、
こ
の
舜
の
巡
守
の
文
を
見
誤
っ
て
行
な
っ
た
と
い
う
こ
と
も

あ
る
だ
ろ
う
。

四
、『
易
経
』
の
十
翼
に
つ
い
て

　

易
ハ
伏
羲
①

ノ
画
ス
ル
処
ニ
テ
、
イ
マ
タ
諸シ
ョ

翼ヨ
ク
②

ノ
辞
ナ
キ
前

ニ
、
卦ク
ハ

爻カ
ウ
③

ノ
象
ヲ
観
テ
吉
凶
ヲ
決
セ
シ
コ
ト
ニ
テ
、
卦
爻
ノ
象

バ
カ
リ
ニ
テ
、
実
ニ
無
量
ノ
味
ヒ
ア
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
ソ
ノ
後
、
文
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王
彖タ
ン

ヲ
カ
ケ
テ
、
周
公
爻
ノ
辞
ヲ
カ
ク
ル
ナ
リ
④
。
大
象
伝
⑤

ヲ

作
ル
人
ハ
誰
タ
ル
ヲ
シ
ラ
ザ
レ
ド
モ
、
ス
グ
レ
タ
ル
文
ニ
シ
テ
、

孔
子
ヨ
リ
前
ノ
書
ナ
リ
。
古
ヘ
ハ
ヒ
ト
ヘ
ニ
象
ト
云
。
小
象
伝
コ

レ
ニ
次
グ
。
ソ
ノ
余
ノ
伝
ミ
ナ
疑ウ
タ
ガフ
ベ
シ
。
文
言
⑥
ノ
二
字
拠
ヨ
リ
ト
コ
ロヲ

シ
ラ
ズ
。
繋ケ
イ

辞ジ

伝
⑦
博ヒ
ロ

ク
易
論
ヲ
設モ
ウ

ケ
テ
云
ツ
ク
ス
ト
イ
ヘ
ト
モ
、

乾
坤
二
卦
ノ
説
一
句
モ
ナ
ク
シ
テ
、
文
言
伝
ハ
乾
坤
二
卦
ノ
説
ノ

ミ
ナ
レ
バ
、疑
ラ
ク
ハ
コ
レ
繋
辞
伝
ノ
内
ヨ
リ
、乾
坤
二
卦
ニ
カ
ヽ

リ
タ
ル
説
ヲ
ヌ
キ
出
シ
テ
、別
ニ
文
言
伝
ト
号
シ
タ
ル
ナ
ル
ベ
シ
。

今
ノ
繋
辞
ハ
元
大
伝
ト
云
シ
ナ
リ
。
シ
カ
ル
ニ
コ
ノ
繋
辞
ノ
文
ト

文
言
ノ
文
ト
ハ
、
文
言
ノ
筆
力
大
キ
ニ
劣
ル
ヲ
ミ
レ
バ
、
繋
辞
ヨ

リ
分
チ
タ
ル
ト
モ
云
ガ
タ
ケ
レ
ド
モ
、
乾
坤
二
卦
ノ
説
ヲ
以
テ
ミ

レ
バ
分
チ
タ
ル
ナ
ラ
ン
。
シ
カ
ル
ニ
文
言
ノ
題
号
サ
ト
ル
ベ
カ
ラ

ズ
。
史
記
ニ
曰
、
孔
子
晩
好
ムレ
易
序ツ
イ
ヅ

二
易
ノ
彖
繋
象
説
卦
文
言
ヲ一
⑧
」

ト
ア
ル
ヲ
以
テ
、
ツ
ラ
〳
〵
考
フ
ニ
、
コ
ノ
文
ノ
字
、
爻
ノ
字
ヲ

ア
ヤ
マ
リ
タ
ル
ニ
ハ
非
ズ
ヤ
⑨
。
シ
カ
レ
バ
「
序
二
易
ノ
彖
ヲ一
繋
レ
象

説
二
卦
爻
ノ
言
ヲ一
」
ト
ヨ
メ
バ
、
理リ

灼シ
ャ
ク

然ゼ
ン

ナ
リ
。
シ
カ
レ
バ
文
言

伝
ハ
コ
ノ
写
誤
ノ
マ
ヽ
ニ
テ
、
迹
ヨ
リ
コ
シ
ラ
ヘ
タ
ル
モ
ノ
カ
。

シ
カ
ル
ニ
、
十
翼
ノ
文
、
ミ
ナ
漢
ノ
代
ヨ
リ
古
シ
。
太
史
公
⑩

モ

十
翼
ハ
ミ
ナ
聖
作
ナ
リ
ト
ノ
諸
儒
ノ
説
ヲ
取
テ
記
サ
レ
タ
ル
ベ
シ
。

（
頭
注
）�

正
義
⑪
曰
、
序
ハ
易
ノ
序
卦
也
。
夫
子
作
十
翼
。
謂
上
彖
、

下
彖
、
上
象
、
下
象
、
上
繋
、
下
繋
、
文
言
、
序
卦
、

説
卦
、
雑
卦
也
。

　

シ
カ
レ
ト
モ
後
世
ノ
作
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
。
ミ
ナ
伝
ヲ
加
減
分
別
シ

タ
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ン
。
序
卦
、
雑
卦
、
説
卦
ノ
文
ノ
ゴ
ト
キ
ハ
、
古

ナ
リ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
疑
フ
ベ
キ
コ
ト
多
シ
。
欧
陽
公
⑫

ス
デ
ニ
此

論
ア
リ
。
コ
レ
ハ
前
世
易
ニ
長
セ
シ
人
ノ
伝
ヲ
ツ
ク
リ
タ
ル
ヲ
、

聖
人
ノ
彖
・
爻
・
象
ノ
辞
ヲ
合
セ
テ
十
翼
ト
名
ケ
タ
ル
ナ
ラ
ン
。

【
注
】

①
古
代
の
伝
説
上
の
帝
王
の
名
。
八
卦
を
描
き
、
文
字
を
作
っ
た

と
い
わ
れ
る
。

②
『
易
経
』
の
本
文
を
解
説
し
た
、
い
わ
ゆ
る
十
翼
の
こ
と
。
彖

伝
上
下
、
象
伝
上
下
、
繋
辞
伝
上
下
、
文
言
伝
、
序
卦
伝
、
説
卦

伝
、
雑
卦
伝
を
指
す
。
翼
は
助
け
る
意
。

③
易
の
占
い
の
基
本
に
な
る
も
の
。
陽
爻
（

）
と
陰
爻
（

）
の

組
み
合
わ
せ
で
八
卦
（

・

・

・

・

・

・

・

）

が
で
き
、
八
卦
を
二
段
に
組
み
合
わ
せ
て
六
十
四
卦
が
で
き
る
。

④
周
の
文
王
が
各
卦
の
意
味
を
論
じ
た
彖
辞
を
作
り
、そ
の
子（
武

王
の
弟
）
周
公
が
各
爻
の
意
味
を
述
べ
た
爻
辞
を
作
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
る
。

⑤
象
伝
は
孔
子
が
作
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
卦
の
解
説
を
大
象
伝
と

い
い
、
爻
の
解
説
を
小
象
伝
と
い
う
。

⑥
文
言
伝
は
乾
と
坤
の
二
卦
の
意
味
を
解
説
し
た
も
の
。そ
の「
文

言
」
と
い
う
語
の
由
来
は
わ
か
ら
な
い
と
い
っ
て
い
る
。
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⑦
易
全
体
の
理
論
を
解
説
し
た
も
の
で
、孔
子
の
作
と
い
わ
れ
る
。

⑧
『
史
記
』
孔
子
世
家
の
文
。
正
し
く
は
「
孔
子
晩
而
喜
易
序
彖

繋
象
説
卦
文
言
」。

⑨
こ
の
説
は
蟠
桃
の
独
創
で
あ
ろ
う
か
。
履
軒
の
『
史
記
雕
題
』

孔
子
世
家
で
は
こ
の
こ
と
に
触
れ
て
い
な
い
。

⑩
『
史
記
』の
作
者
司
馬
遷
の
こ
と
。
太
史
令
で
あ
っ
た
か
ら
い
う
。

⑪
『
史
記
正
義
』（
唐
・
張
守
節
撰
）。

⑫
北
宋
の
欧
陽
修
は
「
周
易
童
子
問
」（『
欧
陽
文
忠
公
文
集
』
第

七
十
六
）
巻
三
で
「
繋
辞
非
聖
人
之
作
乎
。
曰
何
独
繋
辞
焉
、
文

言
説
卦
而
下
、
皆
非
聖
人
之
作
、
而
衆
説
淆
乱
、
亦
非
一
人
之
言

也
（
繋
辞
は
聖
人
の
作
に
非
ず
や
。
曰
く
何
ぞ
独
り
繋
辞
の
み
な

ら
ん
や
。
文
言
説
卦
而
下
、
皆
な
聖
人
の
作
に
非
ず
。
し
か
る
に

衆
説
淆
乱
す
。亦
た
一
人
の
言
に
非
ざ
る
な
り
）」と
述
べ
て
い
る
。

【
現
代
語
訳
】

　

易
は
伏
羲
の
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
だ
十
翼
が
書
か
れ
る
前

は
、
卦
爻
の
象
を
見
て
吉
凶
を
決
め
た
の
で
あ
っ
て
、
卦
爻
の
象

だ
け
で
あ
っ
た
が
、
実
に
計
り
知
れ
な
い
味
わ
い
の
あ
る
も
の
で

あ
る
。
そ
の
後
、
文
王
が
彖
辞
を
書
き
、
周
公
も
ま
た
爻
辞
を
書

い
た
の
で
あ
る
。
大
象
伝
を
作
っ
た
人
が
誰
か
は
知
ら
な
い
け
れ

ど
も
、
す
ぐ
れ
た
文
章
で
あ
っ
て
、
孔
子
よ
り
以
前
に
書
か
れ
た

も
の
で
あ
る
。
昔
は
、
こ
れ
を
単
に
象
と
い
っ
た
。
小
象
伝
が
こ

れ
に
次
い
で
書
か
れ
た
。
そ
の
他
の
伝
は
み
な
疑
わ
し
い
。

　

文
言
の
二
字
は
典
拠
が
わ
か
ら
な
い
。
繋
辞
伝
は
ひ
ろ
く
易
の

理
論
を
述
べ
尽
く
す
と
い
う
け
れ
ど
も
、
乾
坤
二
卦
の
説
は
一
句

も
な
く
、
文
言
伝
は
乾
坤
二
卦
の
説
だ
け
な
の
で
、
お
そ
ら
く
繋

辞
伝
の
内
よ
り
、乾
坤
二
卦
に
関
わ
り
の
あ
る
説
を
抜
き
出
し
て
、

別
に
文
言
伝
と
名
付
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
今
の
繋
辞
伝
は
も
と
は

大
伝
と
い
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
繋
辞
伝
の
文
と
文
言
伝
の
文
は
、

文
言
伝
の
筆
力
が
大
い
に
劣
る
こ
と
を
見
る
と
、
繋
辞
伝
よ
り
分

か
れ
た
と
も
言
い
難
い
が
、
乾
坤
二
卦
の
説
が
あ
る
こ
と
を
見
れ

ば
、
分
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
で
は
あ
る
が
、

文
言
と
い
う
題
名
は
理
解
で
き
な
い
。

　
『
史
記
』
に
は
「
孔
子
晩
好
易
、
序
易
彖
繋
象
説
卦
文
言
（
孔

子
晩
に
易
を
好
み
、
易
彖
繋
象
説
卦
文
言
を
序
す
）」
と
あ
る
が
、

よ
く
考
え
る
と
、
こ
の
「
文
」
の
字
は
「
爻
」
の
字
を
誤
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
だ
と
す
る
と
「
易
の
彖
を
序
い

で
象
を
繋
け
卦
爻
の
言
を
説
く
」
と
読
め
ば
、
理
は
明
ら
か
に
な

る
。そ
う
す
る
と
、文
言
伝
は
文
言
と
写
し
間
違
っ
た
ま
ま
に
従
っ

て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、あ
と
か
ら
作
っ
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
十
翼
の
文
は
ど
れ
も
漢
代
よ
り
も
古
い
。
司
馬
遷
も
、

十
翼
は
ど
れ
も
孔
子
の
作
で
あ
る
と
す
る
諸
儒
の
説
を
取
り
入
れ

て
、
記
述
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
頭
注
）�『
史
記
正
義
』
は
次
の
よ
う
に
曰
う
、「
序
は
易
の
序
卦

山片蟠桃『夢ノ代』経論篇訳注（一） ― 岸田知子

47



な
り
、
夫
子　

十
翼
を
作
る
。
上
彖
、
下
彖
、
上
象
、

下
象
、
上
繋
、
下
繋
、
文
言
、
序
卦
、
説
卦
、
雑
卦
を

謂
ふ
な
り
」
と
。

　

し
か
し
、
後
世
の
作
で
は
な
い
と
な
る
と
、
ど
れ
も
伝
を
加
筆

し
た
り
減
筆
し
た
り
し
て
い
く
つ
か
に
分
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

序
卦
、
雑
卦
、
説
卦
の
文
の
場
合
は
、
古
い
と
は
い
え
、
疑
問
は

多
い
。
欧
陽
公
は
、
す
で
に
こ
の
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

前
の
時
代
に
易
に
長
じ
て
い
た
人
が
作
っ
た
伝
に
、
聖
人
の
作
っ

た
彖
・
爻
・
象
の
辞
を
合
わ
せ
て
十
翼
と
名
づ
け
た
の
で
あ
ろ
う
。

五
、
不
用
な
こ
と
は
占
わ
な
い

　

易
ノ
卦
ハ
上
ニ
云
ゴ
ト
ク
、
文
王
ノ
寸と
き

マ
デ
ハ
、
卦
爻
ノ
象
ヲ

観
テ
吉
凶
ヲ
決
ス
ル
也
。
コ
レ
伏
羲
ノ
易
ナ
リ
。
段
々
用
ヒ
来
リ

テ
、
マ
ギ
ラ
ハ
シ
ク
ナ
リ
テ
、
人
ノ
勝
手
ヅ
ク
ニ
吉
凶
ヲ
ニ
ジ
ラ

シ
用
ヒ
テ
、
易
道
ニ
違
フ
コ
ト
多
シ
。
コ
ヽ
ニ
於
テ
文
王
彖
ヲ
カ

ケ
、
周
公
又
爻
ノ
辞
ヲ
カ
ク
ル
ナ
リ
。
ス
ベ
テ
疑
ハ
シ
キ
コ
ト
ア

リ
テ
進シ
ン

退タ
イ

窮キ
ハ

マ
リ
タ
ル
寸と
き

、
卜ボ
ク
①

シ
テ
心
志
ヲ
決
ス
。
疑
ハ
シ
キ

コ
ト
ナ
ク
進
退
四
分
六
分
ナ
ラ
バ
、
六
ヲ
用
ヒ
四
ヲ
ス
テ
心
志
ヲ

決
シ
、
卜ボ
ク

ス
ル
ニ
及
バ
ザ
ル
也
。
シ
カ
レ
バ
勝
劣
ミ
ヘ
タ
ル
コ
ト

ハ
卜
ス
ベ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
。
後
世
ニ
テ
ハ
彖
象
ノ
辞
ヲ
ハ
ジ
メ
、
十

翼
コ
ト
〳
〵
ク
備
ハ
リ
テ
、
又
程
先
生
ノ
伝
②
、
朱
先
生
ノ
本
義
③

ア
レ
ハ
、
コ
レ
ヲ
翫
も
て
あ
そ
びテ
、
唯
ツ
子ね

ニ
吾
身
ノ
今
日
ノ
有
サ
マ
ヲ

考
ヘ
、
何
卦
何
爻
ニ
ア
タ
ル
ト
定
メ
テ
、
ソ
ノ
爻
ノ
言
ヲ
ト
リ
用

ユ
ベ
シ
。
コ
レ
易
ヲ
学
フ
ノ
要
ナ
リ
。
筮メ
ト

木キ

ヲ
以
テ
実
ニ
占セ
ン

卜ボ
ク

ス

ル
コ
ト
ハ
、上
ニ
云
コ
ト
ク
吉
凶
相
ワ
カ
ラ
ザ
ル
寸と
き

ノ
コ
ト
ナ
リ
。

又
其
身
ノ
今
日
ノ
ア
リ
サ
マ
卦
爻
ニ
ア
タ
ラ
ザ
ル
寸と
き

ノ
コ
ト
也
。

カ
ヽ
ル
寸と
き

ニ
ハ
卜ボ
ク

し
て
嫌ケ
ン

疑ギ

ヲ
定
メ
天
命
ニ
任マ
カ

ス
ベ
シ
。
ユ
ヘ
ニ

易
ハ
嫌
疑
ヲ
決
ス
ト
云
。
嫌
疑
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ン
ゾ
卜ボ
ク

セ
ン
。
ユ
ヘ

ニ
孔
子
モ
常
ニ
易
ノ
辞
ヲ
玩
モ
テ
ア
ソビ
玉
ヒ
テ
、「
五
十
ニ
ナ
ル
マ
デ
易

ヲ
学
バ
ヽ
、
大
ナ
ル
過
ナ
カ
ル
ベ
シ
④

」
ト
ノ
玉
フ
也
。
コ
レ
ヲ

以
テ
ミ
レ
ハ
、
学
者
コ
ノ
語
ヲ
眷ケ
ン

々
服
膺
⑤

シ
テ
、
常
ニ
易
ヲ
玩

ビ
、
ソ
ノ
語
ヲ
吾
身
ニ
近
ク
譬
テ
、
諸
事
一
歩ホ

ヲ
退
シ
リ
ゾ
ケテ
、
中
正
ヲ

用
ヒ
、
亢カ
ウ

過ク
ハ

ヲ
抑
ヘ
ル
⑥

コ
ト
ハ
、
実
ニ
ソ
ノ
身
ヨ
ク
修ヲ
サ
マリ
テ
過ク
ハ

科ク
ハ

ナ
カ
ル
ベ
シ
。
今
、
古
易エ
キ

断タ
ン

等
ノ
書
ヲ
ツ
ク
リ
、
ナ
グ
サ
ミ
ニ

易
ヲ
立
、
吉
凶
禍
福
・
失シ
ツ

物フ
ツ

走ソ
ウ

人ジ
ン

ナ
ト
ヲ
サ
ス
コ
ト
ハ
、
弘
法
大

師
四
目
録
⑦

ト
云
モ
ノ
ト
同
シ
コ
ト
ニ
テ
、
ミ
ナ
利
ヲ
貪
リ
名
ヲ

ウ
ラ
ン
ガ
為
ニ
ス
ル
コ
ト
ニ
テ
、
実
ハ
聖
人
ノ
罪
人
ナ
リ
。
学
者

タ
ル
モ
ノ
戒
ム
ベ
シ
。

【
注
】

①
「
卜
」
と
は
本
来
、
亀
甲
を
用
い
た
占
い
を
い
い
、
筮
竹
を
用

い
た
易
の
占
い
と
は
別
で
あ
る
が
、こ
こ
で
は
易
の
占
い
を
指
す
。

②
北
宋
の
程
頤
（
伊
川
）
の
『
易
伝
』。
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③
朱
子
の
『
周
易
本
義
』。

④
『
論
語
』
述
而
篇
「
子
曰
、
加
我
数
年
、
五
十
以
学
、
易
可
以

無
大
過
矣
（
子
曰
く
、
我
に
数
年
を
加
え
、
五
十
に
し
て
以
て
易

を
学
ば
ば
、
以
て
大
過
無
か
る
べ
し
）」。「
五
十
以
学
」
は
「
五

十
歳
に
な
っ
て
か
ら
学
ん
だ
と
し
て
も
」
で
あ
ろ
う
。
本
篇
廿
九

に
こ
れ
に
つ
い
て
の
蟠
桃
の
論
考
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
孔
子
の
四

十
四
五
歳
の
時
の
言
と
し
て
、「
五
十
ニ
モ
ナ
リ
テ
カ
ラ
易
ヲ
学

ブ
コ
ト
」
と
し
て
い
る
。「
易
」
は
「
亦
」
の
誤
り
で
あ
る
と
す

る
説
が
あ
り
、
孔
子
の
時
代
に
『
易
』
の
書
物
は
な
か
っ
た
か
ら
、

そ
の
説
が
正
し
い
と
見
な
さ
れ
て
き
た
が
、『
易
』
の
成
立
が
か

な
り
遡
る
こ
と
が
最
近
の
研
究
で
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

⑤
「
眷
」
は
「
拳
」
が
正
し
い
。『
中
庸
』
に
「
得
一
善
、
則
拳

拳
服
膺
、
而
弗
失
之
矣
（
一
善
を
得
れ
ば
、則
ち
拳
拳
服
膺
し
て
、

こ
れ
を
失
は
ず
）」
と
あ
る
。
両
手
で
捧
げ
持
つ
よ
う
に
、
常
に
心

に
抱
い
て
忘
れ
ず
に
守
る
こ
と
。

⑥
行
き
過
ぎ
を
お
さ
え
る
。

⑦
弘
法
大
師
の
名
に
仮
託
し
た
俗
占
書
。

【
現
代
語
訳
】

　

易
の
卦
は
上
に
い
う
よ
う
に
、
文
王
の
時
ま
で
は
、
卦
爻
の
象

を
観
て
吉
凶
を
決
め
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
伏
羲
の
易
で
あ
る
。

だ
ん
だ
ん
と
用
い
ら
れ
て
来
る
う
ち
、
判
断
が
ま
ぎ
ら
わ
し
く
な

り
、
人
が
勝
手
に
吉
凶
を
あ
い
ま
い
に
用
い
た
た
め
、
易
道
に
相

違
が
多
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
文
王
が
彖
を
書
き
、
周
公
も
ま
た
爻

辞
を
書
い
た
の
で
あ
っ
た
。
ど
ん
な
こ
と
で
も
疑
わ
し
い
こ
と
が

あ
っ
て
進
退
窮
ま
っ
た
と
き
に
は
、
占
っ
て
意
志
を
決
し
た
。
疑

わ
し
い
こ
と
が
な
く
進
む
べ
き
か
退
く
べ
き
か
の
判
断
が
四
分
六

分
で
あ
れ
ば
、
六
分
を
用
い
て
四
分
を
捨
て
て
意
志
を
決
し
、
占

う
に
は
及
ば
な
い
。
と
な
る
と
、
勝
劣
が
見
え
た
こ
と
は
占
う
べ

き
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
後
世
に
は
、
彖
象
の
辞
を
は
じ
め
、
十

翼
が
す
べ
て
備
わ
り
、
ま
た
程
先
生
の
伝
、
朱
先
生
の
本
義
が
あ

る
の
で
、
こ
れ
を
玩
味
し
て
、
た
だ
常
に
自
分
自
身
の
今
日
の
様

子
を
考
え
、
何
の
卦
、
何
の
爻
に
あ
た
る
と
定
め
て
、
そ
の
爻
の

言
を
取
っ
て
用
い
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
が
易
を
学
ぶ
た
め
の
要

点
で
あ
る
。
筮
木
を
用
い
て
実
際
に
占
卜
す
る
の
は
、
上
に
い
う

よ
う
に
吉
凶
が
わ
か
ら
な
い
時
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
自
分
自

身
の
今
日
の
様
子
が
、
卦
爻
に
当
た
ら
な
い
時
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
う
し
た
時
に
は
占
卜
し
て
、
疑
問
を
と
い
て
天
命
に
任
す
べ
き

で
あ
る
。
だ
か
ら
、
易
は
疑
問
を
判
定
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

疑
問
が
無
い
と
き
に
は
、
ど
う
し
て
占
卜
を
す
る
必
要
が
あ
ろ
う

か
。
だ
か
ら
、
孔
子
も
常
に
易
の
言
葉
を
よ
く
用
い
、「
五
十
に

な
る
ま
で
易
を
学
ぶ
と
、
大
き
な
過
ち
は
な
い
だ
ろ
う
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
て
み
れ
ば
、
学
者
は
こ
の

言
葉
を
よ
く
よ
く
心
に
お
ぼ
え
て
、
常
に
易
を
よ
く
学
び
、
そ
の
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言
葉
を
自
分
自
身
の
身
近
に
置
き
換
え
、
諸
事
に
お
い
て
一
歩
を

退
い
て
中
正
を
用
い
、
行
き
過
ぎ
を
抑
え
る
と
、
ま
こ
と
に
そ
の

身
が
よ
く
修
ま
っ
て
過
ち
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
今
、
昔
な
が
ら
の

易
断
等
の
書
を
作
っ
て
、
な
ぐ
さ
み
に
易
を
立
て
、
吉
凶
禍
福
・

失
せ
物
や
失
踪
人
な
ど
を
示
す
こ
と
は
、『
弘
法
大
師
四
目
録
』

と
い
う
も
の
と
同
じ
こ
と
で
、
み
な
利
を
貪
り
名
を
売
ら
ん
が
た

め
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
実
は
聖
人
の
作
っ
た
も
の
に
よ
っ
て

罪
を
犯
す
人
で
あ
る
。
学
者
た
る
も
の
、
戒
む
べ
き
で
あ
る
。

六
、
易
の
卦
名
の
意
味

　

天
地
ハ
上
下
位
ヲ
得
タ
リ
。
シ
カ
ル
ヲ
否ヒ
①

ト
シ
、
天
沢
モ
亦

上
下
位
ヲ
得
ル
［
ニ
］
コ
レ
ヲ
否
ト
セ
ズ
シ
テ
、
履リ
②

ト
シ
テ
、

礼
ヲ
履ふ
む

ト
ス
。
否
ニ
ヲ
ヒ
テ
即
曰
、「
天
上
ニ
ア
リ
上
升
ノ
モ
ノ

ナ
リ
。
地
下
ニ
ア
リ
下
降
ノ
モ
ノ
也
。
天
地
隔カ
ク

絶ゼ
ツ

ノ
象
ニ
シ
テ
上

下
交コ
ウ

泰タ
イ
③
セ
ス
」
ト
。

（
頭
注
）�

　

天
地
否
ハ
、
天
ハ
上
ニ
位
シ
地
ハ
下
ニ
ア
リ
テ
、

上
下
隔
絶
ス
ル
ノ
象
ナ
リ
。

履
ニ
ヲ
イ
テ
曰
、「
天
上
ニ
ア
リ
、
沢
下
ニ
ア
リ
。
上
下
位
ヲ
得

テ
礼
ヲ
履フ
ム

ノ
象
」
ト
。

（
頭
注
）�

　

天
沢
履
ハ
天
ノ
陽
爻
、
水
中
ニ
下
リ
移
ル
ノ
象
。

訟
ノ
卦
④

ノ
下
ヲ
水
ト
ス
ル
ノ
下
一
爻
ヲ
陽
ト
シ
タ
ル

ナ
リ
。コ
レ
即
上
天
ノ
下
リ
タ
ル
ナ
リ
。交
泰
ト
云
ベ
シ
。

余
初
メ
コ
レ
ヲ
疑
フ
。
地
・
沢
同
物
ナ
リ
。
天
地
ヲ
否
ト
シ
天
沢

ヲ
履
ト
ス
ル
ノ
理
ア
ラ
ン
ヤ
ト
。
然
ル
ニ
舟
ニ
浮
ン
デ
江
ヲ
済ワ
タ

ル

ト
キ
、
水
面
ニ
臨
ミ
、
蒼
天
ノ
水
ニ
ウ
ツ
リ
、
又
白
雲
ト
モ
ニ
同

シ
ク
映
ス
ル
ヲ
見
テ
、
始
テ
コ
レ
ヲ
サ
ト
ル
。
兌ダ

沢タ
ク

ノ
卦
タ
ル
ヤ
、

上
唯
一
陰
、
下
二
爻
ハ
陽
ナ
リ
。
天
ハ
純
陽
ナ
リ
。
シ
カ
レ
バ
履

ノ
卦
、
唯
三
ノ
ミ
一
陰
ニ
シ
テ
、
五
陽
ナ
リ
。
上
ニ
天
ア
リ
、
下

ニ
沢
ア
リ
。
蒼
天
ノ
沢
中
ニ
映
シ
、
天
沢
交
泰
ス
ル
ノ
象
、
ア
リ

〳
〵
ト
水
中
ニ
ア
ラ
ハ
ル
。
隔
絶
ト
云
ベ
カ
ラ
ズ
。

（
頭
注
）�

　

天
水
訟
ハ
、
上
ハ
ノ
ボ
リ
下
ハ
水
ニ
テ
下
ル
。

ユ
ヘ
ニ
争
ヒ
ヲ
生
ズ
。
コ
レ
訟
ノ
象
ナ
リ
。
コ
ノ
下
ノ

一
爻
、
陽
ニ
変
ズ
ル
寸と
き

ハ
、
上
ヨ
リ
下
ル
。
ユ
ヘ
ニ
交

泰
シ
テ
礼
ヲ
履
ト
ス
。

ア
ヽ
聖
人
ノ
卦
名
ヲ
下
ス
ヤ
、
其
意
味
深
長
。
上
ニ
云
ゴ
ト
ク
、

唯
卦
面
ノ
ミ
ヲ
味
フ
テ
、
自
カ
ラ
発
明
ス
ル
処
ア
ル
ベ
シ
。
ソ
ノ

余
、
地
中
ノ
山
⑤
、
山
下
ノ
天
⑥
、
損
・
益
ノ
卦
⑦
ニ
ア
リ
テ
、
ヨ

ク
〳
〵
考
ベ
シ
。
其
旨
深
キ
ヲ
シ
ラ
ン
。

【
注
】

①
天
を
表
わ
す
乾
（

）
が
上
、
地
を
表
わ
す
坤
（

）
が
下
に

あ
る
卦
は
否
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

②
天
を
表
わ
す
乾
が
上
、
沢
を
表
わ
す
兌
（

）
が
下
に
あ
る
卦
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は
履
で
あ
る
。

③「
交
泰
」と
は
二
者
が
こ
も
ご
も
通
ず
る
こ
と
。『
易
』泰
に「
天

地
交
泰
」
と
あ
り
、
注
に
「
泰
者
物
大
通
之
時
也
（
泰
は
物
の
大

い
に
通
ず
る
の
時
な
り
）」
と
あ
る
。

④
天
を
表
わ
す
乾
（

）
が
上
、
水
を
表
わ
す
坎
（

）
が
下
に

あ
る
卦
を
訟
と
い
う
。
そ
の
下
一
爻
を
陽
に
変
え
る
（

）
と
履

と
な
る
。

⑤
「
謙
」
の
卦
（

）
の
こ
と
。「
地
山
謙
」
と
い
う
。

⑥
「
大
畜
」
の
卦
（

）。「
山
天
大
畜
」。

⑦「
損
・
益
ノ
卦
」
と
は
「
山
沢
損
（

）」、「
風
雷
益
（

）」

を
い
う
。

【
現
代
語
訳
】

　

天
を
表
わ
す
陽
の
三
爻
（
乾
）
が
上
、
地
を
表
わ
す
陰
の
三
爻

（
坤
）
が
下
の
位
置
を
得
て
い
る
。
そ
の
卦
を
「
否
」
と
名
づ
け
、

天
と
沢
が
ま
た
上
下
に
な
っ
て
い
る
の
を「
否
」と
し
な
い
で「
履
」

と
し
て
、
礼
を
履
む
と
す
る
。「
否
」に
つ
い
て
は「
天
は
上
に
あ
っ

て
上
昇
す
る
も
の
で
あ
る
。
地
は
下
に
あ
っ
て
下
降
す
る
も
の
で

あ
る
。
天
地
隔
絶
の
象
で
あ
っ
て
上
下
が
交
わ
り
通
じ
な
い
」
と

い
う
。

（
頭
注
）�（
否
の
卦
）
天
地
否
は
、
天
は
上
に
位
置
し
、
地
は
下
に

あ
っ
て
、
上
下
隔
絶
す
る
の
象
で
あ
る
。

「
履
」
に
つ
い
て
言
う
、「
天
は
上
に
あ
り
、
沢
は
下
に
あ
り
。
上

下
の
位
置
を
得
て
礼
を
履
む
象
で
あ
る
」
と
。

（
頭
注
）�（
履
の
卦
）
天
沢
履
は
天
の
陽
爻
が
水
中
に
下
り
移
る
象

で
あ
る
。「
訟
」
の
卦
の
下
の
水
（
坎
）
の
下
一
爻
を
陽

に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
つ
ま
り
上
天
が
下
っ
た

も
の
で
あ
る
。
交
わ
り
通
じ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

私
は
初
め
こ
れ
を
疑
っ
て
い
た
。
地
と
沢
は
同
じ
物
で
あ
る
。
天

地
を
「
否
」
と
し
、
天
沢
を
「
履
」
と
す
る
と
い
う
の
は
理
に
か

な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
と
こ
ろ
が
、
舟
に
乗
っ
て
川
を
渡
る

と
き
、
水
面
に
臨
み
、
蒼
天
が
水
に
映
り
、
ま
た
白
雲
も
と
も
に

同
じ
く
映
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
は
じ
め
て
こ
れ
を
理
解
し
た
。

兌
沢
の
卦
は
、
上
の
一
爻
だ
け
が
陰
で
、
下
の
二
爻
が
陽
で
あ
る
。

天
は
純
陽
（
す
べ
て
陽
爻
）
で
あ
る
。
し
か
し
、
履
の
卦
は
た
だ

第
三
爻
（
下
か
ら
三
番
目
）
だ
け
が
陰
爻
な
の
で
、
五
陽
で
あ
る
。

上
に
天
が
あ
り
、
下
に
沢
が
あ
る
。
蒼
天
が
沢
中
に
映
り
、
天
沢

が
交
わ
り
通
う
象
が
あ
り
あ
り
と
水
中
に
現
れ
る
。
隔
絶
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
頭
注
）�

天
と
水
か
ら
な
る
「
訟
」
は
、
上
は
昇
り
下
は
水
で
あ

る
か
ら
下
る
。
だ
か
ら
争
い
が
生
じ
る
。
こ
れ
が
「
訟
」

の
象
で
あ
る
。
こ
の
下
の
一
爻
が
陽
に
変
わ
る
と
き
は
、

上
か
ら
下
っ
て
く
る
。
だ
か
ら
交
わ
り
通
じ
て
礼
を
履

む
と
な
る
。
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あ
あ
、
聖
人
の
卦
の
命
名
は
、
そ
の
意
味
は
深
長
で
あ
る
。
上
に

述
べ
る
よ
う
に
、
た
だ
卦
の
面
だ
け
を
味
わ
っ
て
い
て
、
自
然
に

思
い
つ
く
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
地
中
の
山
（「
謙
」
の
卦
）、

山
下
の
天
（「
大
畜
」
の
卦
）、「
損
」・「
益
」
の
卦
に
あ
っ
て
、

よ
く
よ
く
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
旨
の
深
い
こ
と
を
知
る
で

あ
ろ
う
。

七
、
左
伝
の
作
者
は
左
丘
明
か

　

春
秋
①

ヲ
伝
ス
ル
人
ハ
左
氏
②

ナ
リ
。
ユ
ヘ
ニ
題ダ
イ

名
明
ラ
カ
ニ

春
秋
左
氏
伝
ト
云
。
左
丘
氏
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ナ
リ
。
然
ル
ニ
論
語
ニ

出
タ
ル
左
丘
明
③

ハ
、
朱
註
④

ニ
「
古
ヘ
ノ
聞ぶ
ん

人じ
ん

ナ
リ
」
ト
云
テ

姓
名
ヲ
分
タ
ズ
。
又
春
秋
ヲ
伝
ス
ル
モ
ノ
ト
イ
ハ
ズ
。
疑
ヲ
カ
ク

モ
ノ
ナ
ラ
ン
。
左
丘
明
ハ
孔
子
ノ
尊ソ
ン

慕ボ

ス
ル
処
ノ
人
ニ
シ
テ
、
左

伝
ノ
ゴ
ト
キ
浮フ

華ク
ハ

妄モ
ウ

誕タ
ン
⑤

ヲ
云
人
ニ
ア
ラ
ズ
。
殊
ニ
シ
ラ
ズ
、
左

氏
ト
ス
ル
寸と
き

ハ
、
丘
明
ハ
名
ナ
リ
。
又
字ア
サ
ナナ
ラ
ン
カ
。
何
レ
ニ
モ

左
丘
ノ
熟
字
ハ
ア
ル
ベ
シ
。
丘ヲ
カ

明ア
キ
ラ
カノ
熟
字
ハ
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。

左
丘
ハ
左
ノ
丘
ニ
シ
テ
、
地
名
ナ
ラ
ン
。
柳
下
恵
⑥

ノ
ゴ
ト
キ
、

地
名
ニ
諡
お
く
り
なヲ
ソ
ヘ
テ
左
丘
明
ト
称
ス
ル
モ
ノ
カ
。
左
氏
ナ
ラ
バ
丘

明
ハ
名
ナ
リ
。［
左
伝
ニ
閭
丘
晏
、
其
子
閭
丘
明
ア
リ
⑦
。］
又
漢

土
ニ
、
複
姓
⑧
・
三
字
姓
ノ
人
、
ソ
ノ
文
ヲ
省ハ
ブ

キ
テ
一
字
ヲ
書
タ

ル
例
ナ
シ
。
コ
ト
ニ
丘
明
ヲ
名
ト
ス
レ
ハ
、
孔
子
ノ
諱い
み
なヲ
犯ヲ
カ

ス
⑨
。

弟
子
ニ
シ
テ
孔
子
ノ
春
秋
ヲ
授
ク
ト
云
コ
ト
、
ア
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル

ナ
リ
。
論
語
ニ
巧コ
ウ

言ゲ
ン

足ス
ウ

恭キ
ャ
ウ
⑩

ナ
キ
ヲ
以
テ
、
孔
子
コ
レ
ヲ
称
シ

玉
フ
所
ニ
シ
テ
、
又
古
人
ナ
リ
。
春
秋
ヲ
伝
ス
ル
人
ハ
、
孔
子
ヨ

リ
後
ノ
人
ニ
シ
テ
、
弟
子
ナ
ラ
ズ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
末
派
ノ
人
ナ
リ
。

薛セ
ツ

氏
⑪
、
左
丘
ノ
姓
ナ
キ
ヲ
疑
フ
。
何
レ
ニ
モ
姓
ニ
テ
ハ
ア
ル
マ

ジ
。
地
名
ナ
ラ
ン
。

［
字
典
⑫
、
丘
ノ
字
、
地
名
、
帝
丘
・
営
丘
・
商
丘
・
楚
丘
・
霊
丘
・

葵
丘
・
咸
丘
・
虎
丘
ア
リ
、
又
姓
、
左
丘
・
竜
丘
・
咸
丘
・
虞

丘
・
梁
丘
・
母
丘
・
陶
丘
・
浮
丘
・
麦
丘
・
水
丘
・
吾
丘
、
皆

複
姓
ト
ス
。
ス
テ
ニ
孟
子
ニ
咸
丘
蒙
ア
リ
⑬
。
コ
レ
マ
デ
左
丘

ヲ
以
テ
姓
ト
ス
ル
コ
ト
見
ア
タ
ラ
ザ
リ
シ
ニ
、
字
典
ニ
姓
ト
ス

ル
寸と
き

ハ
、
漢
土
ニ
テ
モ
コ
ノ
説
ヲ
発
明
シ
タ
ル
ナ
ラ
ン
。］

左
伝
ニ
左
氏
ト
ノ
ミ
云
テ
名
ヲ
イ
ハ
ズ
。
コ
レ
ホ
ド
ノ
文
人
ニ
シ

テ
ソ
ノ
人
ヲ
失
ス
ル
モ
ア
ヤ
シ
キ
コ
ト
ナ
リ
。
唯
論
語
ニ
左
丘
明

ア
ル
ヲ
以
テ
、
コ
ノ
人
ト
ス
ル
コ
ト
ナ
リ
。
左
氏
ノ
文
章
巧
ナ
リ

ト
イ
ヘ
ド
モ
、
ソ
ノ
文
ハ
浮フ

淫イ
ン
⑭

ナ
リ
。
一
部
ヲ
ヨ
ミ
テ
、
時
々

目
ヲ
揜ヲ
ゝ

フ
テ
、
其
文
意
ヲ
考
フ
ベ
シ
。
自
カ
ラ
知
ベ
シ
。
朱
子
ハ

左
伝
ヲ
信
ズ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
其
文
章
ヲ
見
テ
巧
言
足
恭
ノ
人
タ
ル

ヲ
知
ル
。
ユ
ヘ
ニ
孔
子
ノ
称
慕
ス
ル
所
ヲ
疑
フ
ナ
リ
。
シ
カ
リ
ト

イ
ヘ
ド
モ
左
氏
ハ
歴
史
ノ
最
ナ
リ
。
ユ
ヘ
ニ
コ
レ
ヲ
取
ル
⑮
。
孝

経
ノ
文
法
、
左
伝
ニ
似
タ
リ
。
孝
経
ハ
経
ナ
リ
。
又
教
訓
ノ
カ
ヽ

ル
所
ナ
リ
。
ユ
ヘ
ニ
コ
レ
ヲ
ト
ラ
ス
⑯
。
芸
文
志
ニ
曰
、「
左
丘
明
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恐
レ
失
レ
真
ヲ
故
ニ
作
レ
伝
」
ト
⑰
。
杜ト

預ヨ
⑱
左
伝
ノ
序
曰
ニ
、「
左
丘
明

受
ク二
経
ヲ
於
仲
尼
ニ一
」
ト
。
又
曰
「
左
氏
魯
大
史
左
丘
明
也
」
ト
。

コ
レ
ラ
ノ
書
ミ
ナ
ソ
ノ
名
ヲ
云
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
外
ニ
証
ア
ル
ニ
ア

ラ
ス
。
唯
論
語
ニ
左
丘
明
ノ
姓
名
ア
ル
ヲ
以
テ
云
ノ
ミ
。
外
ニ
シ

ル
人
ナ
キ
ナ
リ
。
シ
カ
ル
ニ
上
ニ
云
ゴ
ト
ク
、
何
レ
ニ
モ
コ
ノ
左

丘
明
ト
春
秋
ヲ
伝
ス
ル
モ
ノ
ト
ハ
異
ナ
ル
ヲ
シ
ル
ベ
シ
。
実
ニ
孔

子
自
カ
ラ
春
秋
ヲ
授
ク
ル
ホ
ド
ノ
人
ナ
ラ
バ
、
ナ
ン
ゾ
コ
レ
ヲ
弟

子
伝
⑲

ニ
ノ
セ
ザ
ル
ヤ
。
七
十
二
子
ノ
内
ニ
ハ
、
経
書
ニ
出
サ
ル

人
モ
多
シ
。
況
ヤ
カ
ヽ
ル
文
人
ヲ
ヤ
。コ
レ
左
氏
ト
丘
明
ト
別
人
ノ

証
也
。

【
注
】

①
魯
の
隠
公
元
年
（
前
七
二
二
）
か
ら
哀
公
十
四
年
（
前
四
八
一
）

ま
で
の
歴
史
を
記
し
た
書
。
孔
子
が
編
集
し
た
と
い
わ
れ
る
。

②
『
春
秋
』
の
解
説
書
の
一
つ
で
あ
る
『
左
氏
伝
』
の
著
者
は
左

丘
明
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
姓
が
左
で
あ
る
か
、
左

丘
で
あ
る
か
を
問
題
に
し
て
い
る
。

③
『
論
語
』
公
冶
長
篇
に
「
子
曰
、
巧
言
令
色
足
恭
、
左
丘
明
恥

之
、
丘
亦
恥
之
。
匿
怨
而
友　

其
人
、
左
丘
明
恥
之
、
丘
亦
恥
之

（
子
曰
く
、
巧
言
令
色
足す
う

恭き
ょ
うな
る
は
、
左
丘
明
こ
れ
を
恥
づ
、
丘

も
亦
た
こ
れ
を
恥
づ
。
怨
み
を
匿
し
て
其
の
人
を
友
と
す
る
は
、

左
丘
明
こ
れ
を
恥
づ
、
丘
も
亦
た
こ
れ
を
恥
づ
）」
と
あ
る
。

④
朱
子
の
『
論
語
集
註
』
で
は
、
公
冶
長
篇
の
右
の
章
（
注
③
）

に
「
程
子
曰
、
左
丘
明
、
古
之
聞
人
也
」
と
注
し
て
い
る
。「
聞ぶ
ん

人じ
ん

」

は
有
名
な
人
の
意
。

⑤
「
浮
華
」
は
う
わ
べ
ば
か
り
華
美
で
実
の
な
い
こ
と
。「
妄
誕
」

は
で
た
ら
め
。

⑥
春
秋
時
代
の
魯
の
大
夫
。
姓
名
は
展
獲
、
字
は
禽
。
柳
下
は
知

行
地
。
恵
は
死
後
の
諡
お
く
り
な。

⑦
『
春
秋
左
伝
』
襄
公
二
十
五
年
、
二
十
九
年
。
こ
の
一
文
は
、

底
本
で
は
こ
の
条
の
末
尾
に
記
載
。

⑧
中
国
で
姓
が
二
字
か
ら
成
る
も
の
。
欧
陽
・
司
馬
・
諸
葛
な
ど
。

⑨
孔
子
の
諱
（
本
名
）
は
丘
。
弟
子
で
あ
れ
ば
丘
の
字
を
避
け
る

は
ず
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

⑩
注
③
参
照
。
こ
と
ば
上
手
で
過
度
に
う
や
う
や
し
い
こ
と
。

⑪
明
の
薛
応
旂
、
字
方
山
。『
宋
元
通
鑑
』『
甲
子
会
紀
』『（
薛
方
山
）

記
述
』
の
著
が
あ
る
。『
方
山
記
述
』
は
『
学
海
類
編
』
子
類
な

ど
に
所
収
。

⑫
『
康
煕
字
典
』。
清
の
康
煕
帝
の
命
に
よ
り
、
張
玉
書
・
陳
廷

敬
ら
が
編
集
し
、
五
年
か
か
っ
て
一
七
一
六
年
に
完
成
し
た
。
収

載
総
字
数
は
古
文
含
め
て
四
万
九
千
余
り
。
以
後
の
辞
書
の
標
準

と
な
っ
た
。
こ
の
箇
所
は
底
本
で
は
こ
の
条
の
最
末
尾
に
記
載
。

底
本
で
は
麦
丘
を
葵
丘
と
し
て
い
る
。

⑬
『
孟
子
』
万
章
上
に
「
咸
丘
蒙
曰
」
が
二
箇
所
出
て
く
る
。
趙
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岐
注
「
咸
丘
蒙
、
孟
子
弟
子
也
」。

⑭
行
な
い
が
行
き
過
ぎ
る
。

⑮
だ
か
ら
こ
れ
を
取
り
去
っ
た
。
朱
子
が
『
左
伝
』
の
注
釈
を
書

か
な
か
っ
た
こ
と
を
い
う
。

⑯
だ
か
ら
こ
れ
を
取
り
去
ら
な
か
っ
た
。
朱
子
が
『
孝
経
刊
誤
』

を
書
い
た
こ
と
を
い
う
。

⑰
『
漢
書
』
芸
文
志
。「［
左
］
丘
明
恐
弟
子
各
安
其
意
以
失
其
真
、

故
論
本
事
而
作
伝
。（
丘
明　

弟
子
各
お
の
其
の
意
に
安
ん
じ
以

て
其
の
真
を
失
ふ
を
恐
れ
、
故
に
本
事
を
論
じ
て
伝
を
作
る
）」

⑱
晋
の
人
。『
左
伝
』
の
注
を
書
い
た
。

⑲
『
史
記
』
仲
尼
弟
子
列
伝
を
い
う
。
こ
こ
に
は
七
十
七
人
の
弟

子
の
名
が
あ
る
。『
史
記
』
孔
子
世
家
で
は
七
十
二
人
の
名
が
あ

げ
ら
れ
て
い
る
。

【
現
代
語
訳
】

　
『
春
秋
』
の
伝
を
書
い
た
の
は
左
氏
で
あ
る
。
だ
か
ら
題
名
は

は
っ
き
り
と
『
春
秋
左
氏
伝
』
と
い
う
の
で
あ
る
。
左
丘
氏
で
は

な
い
。
し
か
し
、『
論
語
』
に
出
て
い
る
左
丘
明
は
、
朱
註
に
「
昔

の
著
名
な
人
で
あ
る
」
と
い
い
、
姓
名
を
分
け
て
い
な
い
。
ま
た

『
春
秋
』
の
伝
を
書
い
た
者
と
も
言
っ
て
い
な
い
。
朱
子
も
疑
い

を
か
け
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
左
丘
明
は
孔
子
が
尊
慕
す
る
人
物

で
あ
っ
て
、『
左
伝
』
の
よ
う
な
浮
華
妄
誕
を
い
う
人
で
は
な
い
。

　

特
に
わ
か
ら
な
い
の
は
、
左
氏
と
す
る
な
ら
ば
、
丘
明
は
名
で

あ
る
。
あ
る
い
は
字
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
左
丘
（
左

の
丘
）
と
い
う
熟
語
は
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
丘
明
（
丘
が
明
ら
か
）

と
い
う
熟
語
は
あ
る
は
ず
が
な
い
。左
丘
は
左
の
丘
で
あ
る
か
ら
、

地
名
で
あ
ろ
う
。
柳
下
恵
の
よ
う
に
、
地
名
に
諡
を
添
え
て
左
丘

明
と
称
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

［
左
伝
に
閭
丘
晏
、
そ
の
子
の
閭
丘
明
が
出
て
い
る
。］

　

ま
た
中
国
に
は
、
複
姓
や
三
字
姓
の
人
が
、
そ
の
文
字
を
省
略

し
て
一
字
を
書
い
た
例
は
な
い
。特
に
丘
明
を
名
と
す
る
な
ら
ば
、

孔
子
の
諱
（
丘
）
を
犯
す
こ
と
に
な
る
。
弟
子
で
あ
っ
て
、
孔
子

の
『
春
秋
』
を
授
か
る
と
い
う
こ
と
は
、
め
っ
た
に
あ
る
こ
と
で

は
な
い
。『
論
語
』
に
お
い
て
巧
言
足す
う

恭き
ょ
う（
こ
と
ば
上
手
で
過
度

に
う
や
う
や
し
い
）
で
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
孔
子
は
彼
を
称
賛

し
た
の
で
あ
り
、
ま
た
孔
子
と
同
じ
く
昔
の
人
で
あ
る
。『
春
秋
』

の
伝
を
書
い
た
人
は
、
孔
子
よ
り
後
の
人
で
あ
っ
て
、
弟
子
で
は

な
い
と
し
て
も
、
末
流
に
連
な
る
人
で
あ
る
。
薛
応
旗
は
、
左
丘

と
い
う
姓
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
疑
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し

て
も
姓
で
は
な
い
は
ず
だ
。
地
名
で
あ
ろ
う
。

［『
康
煕
字
典
』に
は
、
丘
の
字
の
つ
く
地
名
に
、
帝
丘
・
営
丘
・

商
丘
・
楚
丘
・
霊
丘
・
葵
丘
・
咸
丘
・
虎
丘
が
あ
り
、
ま
た
姓

に
、
左
丘
・
竜
丘
・
咸
丘
・
虞
丘
・
梁
丘
・
母
丘
・
陶
丘
・
浮

丘
・
麦
丘
・
水
丘
・
吾
丘
が
あ
っ
て
、
皆
な
複
姓
で
あ
る
。
す
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で
に
『
孟
子
』
に
咸
丘
蒙
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
、
左
丘
を

姓
と
す
る
説
が
見
当
た
ら
な
か
っ
た
の
に
、『
康
煕
字
典
』
に

姓
と
し
て
い
る
の
は
、
中
国
に
お
い
て
も
、
こ
の
説
を
言
う
者

が
出
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。］

　
『
左
伝
』
に
は
左
氏
と
い
う
だ
け
で
、
名
を
い
わ
な
い
。
こ
れ

ほ
ど
の
著
作
を
し
た
文
人
で
あ
る
の
に
、
そ
の
人
に
つ
い
て
不
明

で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
怪
し
い
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
『
論
語
』
に

左
丘
明
が
出
て
く
る
の
で
、
こ
の
人
と
し
た
の
で
あ
る
。
左
氏
の

文
章
は
巧
み
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
文
は
浮
つ
い
て
乱
れ
て

い
る
。
一
部
を
読
ん
で
、
時
々
目
を
覆
っ
て
、
そ
の
文
意
を
考
え

る
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
自
然
に
わ
か
っ
て
く
る
。
朱
子
は

『
左
伝
』
を
左
丘
明
の
作
と
信
じ
て
は
い
る
が
、
そ
の
文
章
を
見

れ
ば
作
者
が
巧
言
足
恭
の
人
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
故
に
孔
子

に
称
慕
さ
れ
た
こ
と
を
疑
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
左
氏
の
書

は
歴
史
書
の
最
も
知
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、『
左
伝
』

を
取
り
去
っ
た
。『
孝
経
』
の
文
法
は
『
左
伝
』
に
似
て
い
る
。『
孝

経
』
は
経
書
で
あ
る
。
ま
た
、
教
訓
が
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
こ
れ
は
取
り
去
ら
な
か
っ
た
。『
漢
書
』芸
文
志
に
、「
左

丘
明
、
真
を
失
う
を
恐
れ
、
故
に
伝
を
作
る
」
と
い
う
。
杜
預
の

『
左
伝
』
序
に
、「
左
丘
明
、
経
を
仲
尼
に
受
く
」
と
い
う
。
ま
た

「
左
氏
と
は
魯
の
大
史
、
左
丘
明
で
あ
る
」
と
い
う
。
こ
れ
ら
の

書
は
ど
れ
も
左
丘
明
の
名
を
い
う
け
れ
ど
も
、
外
に
証
拠
が
あ
る

わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
『
論
語
』
に
左
丘
明
の
姓
名
が
あ
る
か
ら

言
っ
て
い
る
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
外
に
知
る
人
は
い
な
い
。
そ

れ
な
の
に
上
に
い
う
よ
う
に
、
ど
れ
も
こ
の
左
丘
明
と
『
春
秋
』

の
伝
を
書
い
た
者
と
を
同
一
視
す
る
の
は
間
違
っ
て
い
る
こ
と
を

知
る
べ
き
で
あ
る
。
実
際
、
孔
子
が
み
ず
か
ら
『
春
秋
』
を
授
け

た
ほ
ど
の
人
で
あ
る
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
彼
を
『
史
記
』
仲
尼
弟

子
伝
に
載
せ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
七
十
二
子
の
中
に
は
、
経
書

に
名
が
出
な
い
人
も
多
い
。
ま
し
て
、
こ
の
よ
う
な
文
人
が
弟
子

伝
に
載
ら
な
い
と
は
お
か
し
い
。
こ
れ
が
左
氏
と
左
丘
明
と
が
別

人
で
あ
る
証
拠
で
あ
る
。

 

八
、
五
常
に
つ
い
て

　

五
行
ノ
説
①
、
甘カ
ン

誓セ
イ
②
ニ
始
リ
、
洪
範
③
ニ
出
ツ
。
五
常
ハ
初
メ

テ
泰
誓
④

ニ
出
。
五
常
ハ
五
倫
⑤

ノ
常
ニ
シ
テ
、
イ
ハ
ユ
ル
親
義

別
序
信
ナ
リ
。
仁
義
礼
智
信
ヲ
五
常
ト
ス
ル
ハ
漢
已
後
ノ
コ
ト
ナ

リ
。
甘
誓
ニ
曰
、「
威イ
二
侮ブ
シ

五
行
一
怠タ
イ

二
棄キ
ス
三
正
ヲ一
」
ト
。
註
ニ
曰
、

「
五
行
ハ
者
木
火
土
金
水
也
。
三
正
ハ
子
丑
寅
也
」
ト
⑥
。
五
井
先

生
⑦

曰
、「
木
火
土
金
水
ヲ
威
侮
シ
、
子
丑
寅
ヲ
怠
棄
ス
ト
ハ
殆

サ
ト
ル
ベ
カ
ラ
ズ
」
ト
。
孔
安
国
曰
、「［
三
正
］
天
地
人
也
」
ト
⑧
。

是ぜ

ニ
近
シ
。
正
義
曰
、「
仁
義
礼
智
信
ヲ
威
侮
ス
ル
ナ
リ
」
ト
⑨
。

シ
カ
ル
ニ
仁
義
礼
智
ヲ
並
ヘ
云
コ
ト
孟
子
ニ
ハ
シ
マ
リ
テ
⑩
、
孔
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子
モ
仁
義
ヲ
並
ベ
イ
ハ
ズ
。
又
ソ
ノ
下
ニ
信
ノ
字
ノ
加
フ
ル
ハ
後

世
ノ
コ
ト
ナ
リ
。
シ
カ
レ
バ
殷
ノ
代
ハ
、
仁
義
礼
智
信
ヲ
威
侮
ス

ル
ノ
説
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
親
義
別
序
信
ハ
古
語
ニ
テ
、
シ
カ
ル
ベ

シ
。
泰
誓
曰
、「
商
王
受
⑪
狎ナ
レ

二

侮
ア
ナ
ド
ル

五
常
ヲ一
」、
孔
安
国
カ
曰
、「
軽
二

侮
ス
ル
五
常
之
教
ヲ一
」。
舜
典
曰
、「
慎
徽
二
五
典
一
」、
孔
安
国
ガ
曰
、「
五

典
ハ
五
常
之
教
、
父
義
、
母
慈
、
兄
友
ニ
、
弟
恭
ニ
、
子
孝
」
ト
。

又
曰
、「
五
品
不
レ
遜シ
タ
カハ
」、
孔
安
国
曰
、「
五
品
謂
二
五
常
ヲ一
」
ト
。

又
曰
、「
敷
キ二
五
教
ヲ一
在
レレ
寛
ニ
」、
孔
安
国
カ
曰
、「
布
ク二
五
常
之
教
ヲ一
」

ト
。
武
成
ニ
⑫

曰
、「
重
テ二
民
五
教
ヲ一
」。
左
氏
曰
、「
使
ム三

レ
布
二
五
教

ヲ
于
四
方
ニ一
、
父
義
ニ
、
母
慈
ニ
、
兄
友
ニ
、
弟
恭
ニ
、
子
孝
ト
」⑬
。

孟
子
曰
、「
父
子
有
親
、
君
臣
有
義
、
夫
婦
有
別
、
長
幼
有
序
、

朋
友
有
レ
信
」
ト
⑭
。
周
代
ノ
語
皆
カ
ク
ノ
ゴ
ト
シ
。
孟
子
「
教ユ
ル

以ユ
二
人
倫
ヲ一
」⑮
ノ
下
ニ
云
々
ス
ル
モ
ノ
ハ
、
父
子
・
君
臣
・
夫
婦
・

兄
弟
・
朋
友
ヲ
以
テ
五
倫
ト
シ
テ
、
親
義
別
序
信
ヲ
以
テ
五
常
ト

ス
ル
也
。
コ
レ
五
倫
ノ
教
ニ
シ
テ
、
常
ニ
行
フ
ベ
キ
道
ナ
リ
。
ユ

ヘ
ニ
常
ト
云
。
五
倫
ハ
即
五
品
ナ
リ
。
シ
カ
レ
バ
ヨ
ク
五
教
ヲ
以

テ
五
常
ト
ス
ベ
シ
。
董
仲
舒
カ
曰
、「
仁
義
礼
智
信
五
常
之
道
、［
王

者
］
所
レ
当
ベ二
キ　

修シ
ュ

飾シ
ョ
ク
　

ス一
也
」⑯
。
班
固
ガ
曰
、「
五
常
ハ
何
ソ
、
謂
二

仁
義
礼
智
信
ヲ一
也
」
ト
⑰
。
董
・
班
ノ
漢
儒
初
テ
コ
ノ
目
ヲ
立
ル
。

五
行
ニ
ナ
ヅ
ミ
テ
附
会
ス
ル
モ
ノ
也
。
古
ヘ
ニ
ア
ラ
ザ
ル
也
。
又

仁
義
礼
智
信
ノ
内
、
智
ハ
心
ノ
徳
ニ
シ
テ
行
ニ
カ
ヽ
ラ
ズ
。
仁
義

礼
信
ハ
身
ヲ
以
テ
行
フ
ベ
シ
。
智
ハ
行
フ
ベ
カ
ラ
ズ
。
コ
ト
ニ
コ

ノ
五
ノ
者
ハ
常
ト
云
ニ
親
切
ナ
ラ
ズ
。
五
倫
ノ
教
ハ
常
ト
云
テ
親

切
剴ガ
イ

当ト
ウ
⑱

コ
ノ
上
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
孔
子
仁
智
ト
云
テ
仁
義
ト
イ

ハ
ズ
。
孟
子
仁
義
ヲ
始
メ
テ
ナ
ラ
ベ
云
、
又
タ
マ
〳
〵
ニ
礼
智
ヲ

ソ
ヘ
、
信
楽
ヲ
加
フ
。
孟
子
ノ
ト
キ
仁
義
礼
智
信
ノ
五
ヲ
ナ
ラ
ベ

云
コ
ト
ナ
シ
。
況
ン
ヤ
ソ
ノ
以
前
ヲ
ヤ
。
シ
カ
レ
バ
則
泰
誓
ノ
ト

キ
、
コ
ノ
五
ノ
者
ヲ
五
常
ト
云
フ
理
ア
ラ
ン
ヤ
。
コ
レ
ヲ
以
テ
古

書
ヲ
考
フ
ベ
シ
。
五
行
ノ
説
ノ
行
ハ
ル
ニ
ハ
戦
国
以
後
ノ
コ
ト
ナ

リ
。
五
行
ハ
民
生
日
用
ノ
欠カ
ク

ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
五
気
運
行

シ
テ
人ジ
ン

物ブ
ツ

性
ヲ
稟ウ
ク

ト
云
モ
ノ
ハ
、後
儒
ノ
妄
説
也
。
三
皇
・
五
帝
・

三
王
ヲ
以
テ
五
行
ニ
配
ス
ル
⑲

モ
ノ
モ
亦
後
儒
ノ
説
ナ
リ
。
相
生

相
剋
⑳
、
天
一
水
ヲ
生
ズ
ノ
ル
㉑

ル
イ
、
干
支
・
四
時
・
五
色
・

五
味
・
五
辛
・
五
臓
配
当
㉒

ノ
コ
ト
、
五
行
ヲ
以
テ
災
異
祥
瑞
ヲ

云
ハ
、
ミ
ナ
虚
妄
ノ
説
ニ
シ
テ
取
ニ
タ
ラ
ズ
。
五
行
ノ
土
、
五
常

ノ
仁
、
四
徳
㉓

ノ
元
ヲ
以
テ
余
ヲ
兼
ス
ル
ト
云
、
土
用
㉔

ヲ
以
テ

中
央
ト
シ
、
サ
マ
〳
〵
説
ヲ
ナ
シ
テ
五
ノ
数
ニ
引
付
ン
ト
ス
。
五

行
ノ
説
行
ハ
レ
テ
ヨ
リ
学
者
ミ
ナ
五
ノ
数
ニ
病
ム
㉕
。
ア
ヤ
シ
ム

ベ
シ
。

【
注
】

①
こ
こ
は
「
五
行
」
の
語
の
こ
と
を
い
う
と
思
わ
れ
る
。
後
出
の

「
五
行
ノ
説
」（
注
㉕
）
は
、
い
わ
ゆ
る
「
五
行
説
」（
万
物
は
木
火

土
金
水
い
ず
れ
か
の
性
質
を
持
つ
と
す
る
考
え
方
）
で
あ
る
。
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②
『
書
経
』
夏
書
の
篇
名
。「
五
行
」
の
語
は
「
威
侮
五
行
、
怠

棄
三
正
」
に
見
え
る
。

③『
書
経
』周
書
の
篇
名
。「
陳
其
五
行
」「
五
行
一
曰
水
、
二
曰
火
、

三
曰
木
、
四
曰
金
、
五
曰
土
」
な
ど
と
あ
る
。

④
『
書
経
』
周
書
の
篇
名
。「
五
常
」
は
「
商
王
受
狎
侮
五
常
（
商

王
受　

五
常
を
狎
侮
す
）」
に
見
え
る
。

⑤
「
倫
」
は
人
と
し
て
の
道
。「
五
倫
」
は
五
種
の
人
間
関
係
に

お
け
る
守
る
べ
き
道
を
い
う
。
父
子
の
親
、
君
臣
の
義
、
夫
婦
の

別
、
長
幼
の
序
、
朋
友
の
信
。『
孟
子
』
滕
文
公
上
に
「（
聖
人
）

教
以
人
倫
、
父
子
有
親
、
君
臣
有
義
、
夫
婦
有
別
、
長
幼
有
序
、

朋
友
有
信
（
教
ふ
る
に
人
倫
を
以
て
す
、
父
子
に
親
有
り
、
君
臣

に
義
有
り
、夫
婦
に
別
有
り
、長
幼
に
序
有
り
、朋
友
に
信
有
り
）」

と
あ
る
。　
　

⑥
唐
の
孔
頴
達
の
正
義
に
「
五
行
木
火
土
金
水
也
」
と
あ
り
、
漢

の
孔
安
国
の
伝
に
は
「
馬
（
融
）
云
建
子
建
丑
建
寅
、
三
正
也
」

と
あ
る
。

⑦
五
井
蘭
洲
の
こ
と
。
中
井
竹
山
・
履
軒
の
師
。

⑧
孔
安
国
は
漢
の
学
者
。『
古
文
尚
書
』
を
校
合
し
伝
を
作
っ
た

と
さ
れ
る
が
、
こ
の
孔
伝
は
後
世
の
偽
作
で
あ
る
。
原
文
は
「
怠

惰
棄
廃
天
地
人
之
正
道
」。

⑨
正
義
に
は
「
且
五
行
在
人
為
仁
義
礼
智
信
、
威
侮
五
行
、
亦
為

威
侮
此
五
常
而
不
行
也
（
且
つ
五
行
は
人
に
在
り
て
は
仁
義
礼
智

信
と
為
る
、
五
行
を
威
侮
す
る
と
は
、
亦
た
此
の
五
常
を
威
侮
し

て
行
は
れ
ざ
る
を
為
す
な
り
）」

⑩
『
孟
子
』
告
子
上
「
惻
隠
之
心
仁
也
、
羞
悪
之
心
義
也
、
恭
敬

之
心
礼
也
、
是
非
之
心
智
也
、
仁
義
礼
智
、
非
由
外
鑠
我
也
、
我

固
有
之
也
」
や
尽
心
下
「
仁
之
於
父
子
也
、
義
之
於
君
臣
也
、
礼

之
於
賓
主
也
、
知
之
於
賢
者
也
、
聖
人
之
於
天
道
也
、
命
也
、
有

性
焉
、
君
子
不
謂
命
也
」
に
見
え
る
。

⑪
商
王
受
と
は
商
（
殷
）
王
の
紂
王
を
い
う
。

⑫
『
書
経
』
周
書
の
篇
名
。

⑬
『
春
秋
左
伝
』
文
公
十
八
年
。

⑭
『
孟
子
』
滕
文
公
上
（
注
⑤
参
照
）。

⑮
『
孟
子
』
滕
文
公
上
（
注
⑤
参
照
）。

⑯
董
仲
舒
は
漢
の
学
者
。『
漢
書
』董
仲
舒
伝
に
載
る「
賢
良
対
策
」

第
一
の
末
尾
に
こ
の
一
文
が
あ
る
。
義
は
誼
に
作
る
。

⑰
班
固
は
『
漢
書
』
の
作
者
。
律
暦
志
で
五
常
を
仁
・
義
・
礼
・

智
・
信
と
し
て
い
る
。

⑱
剴
当
は
ぴ
っ
た
り
当
て
は
ま
る
の
意
。

⑲ 
三
皇
は
伏
羲
・
神
農
・
女
媧
、
五
帝
は
黄
帝
・
顓
頊
・
帝
嚳
・

堯
・
舜
な
ど
。
ど
ち
ら
に
も
諸
説
が
あ
る
。
三
王
は
夏
の
禹
王
・

殷
の
湯
王
・
周
の
文
王
。
帝
王
を
五
行
に
配
す
る
（
配
当
す
る
）

の
に
二
法
が
あ
る
。

相
剋
説
＝
周
（
火
）・
秦
（
水
）・
漢
（
土
）
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相
生
説
＝�

伏
羲
（
木
）・
神
農
（
火
）・
軒
袁
氏
黄
帝
（
土
）・

金
天
氏
少
昊（
金
）・
高
陽
氏
顓
頊（
木
）・
堯（
火
）・

舜
（
土
）・
禹
（
金
）・
商
（
水
）・
周
（
木
）・
漢
（
火
）

⑳
相
生
相
剋
＝�

五
行
循
環
の
順
序
。
相
生
は
木
か
ら
火
が
生
ま
れ

る
と
い
う
よ
う
に
、
木
・
火
・
土
・
金
・
水
の
順
。

相
克
は
火
に
水
が
勝
つ
と
い
う
よ
う
に
火
・
水
・

土
・
木
・
金
の
順
。

㉑
『
易
』
繋
辞
伝
上
に
「
天
一
地
二
天
三
地
四
天
五
地
六
天
七
地

八
天
九
地
十
」
と
あ
り
、
奇
数
を
天
数
、
偶
数
を
地
数
と
す
る
。

こ
れ
に
順
に
五
行
を
あ
て
は
め
、
天
一
水
を
生
じ
、
地
二
火
を
生

じ
、
と
す
る
。

㉒
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
五
行
に
当
て
は
め
る
こ
と
を
配
当
と
い
う
。

㉓
『
易
』
乾
の
卦
の
彖
辞
「
元
享
利
貞
」
の
四
字
を
い
う
。
元
は

善
の
長
、仁
に
あ
た
り
、物
の
生
ず
る
始
め
で
、万
物
を
包
容
す
る
。

㉔
立
春
・
立
夏
・
立
秋
・
立
冬
の
前
の
十
八
日
間
を
い
う
。
立
秋

前
の
土
用
を
い
う
こ
と
が
多
い
。

㉕ 

辰
馬
氏
旧
蔵
『
宰
我
ノ
償
』
で
は
こ
れ
を
麻
田
剛
立
の
意
見

と
し
て
い
る
（
思
想
大
系
本
は
関
西
大
学
図
書
館
蔵
写
本
を
底
本

と
し
て
い
る
が
、
校
合
本
と
し
て『
宰
我
の
償
』（
辰
馬
悦
蔵
氏
蔵
）

を
Ａ
本
、
日
比
谷
図
書
館
蔵
写
本
を
Ｂ
本
と
し
て
い
る
）。

【
現
代
語
訳
】

　
「
五
行
」
と
い
う
語
は
『
書
経
』
甘
誓
篇
に
初
め
て
見
え
、
洪

範
篇
に
も
出
て
い
る
。「
五
常
」
は
泰
誓
篇
に
出
た
の
が
最
初
で

あ
る
。「
五
常
」
は
五
倫
の
常
の
こ
と
で
、
い
わ
ゆ
る
「
親
義
別

序
信
」
で
あ
る
。「
仁
義
礼
智
信
を
「
五
常
」
と
す
る
の
は
漢
以

後
の
こ
と
で
あ
る
。

　

甘
誓
篇
で
は
「
威
侮
五
行
、
怠
棄
三
正
（
五
行
を
威
侮
し
、
三

正
を
怠
棄
す
）」
と
い
う
。
注
に
、「
五
行
と
は
木
火
土
金
水
、
三

正
と
は
子
丑
寅
」
と
あ
る
。
五
井
蘭
洲
先
生
は
、「
木
火
土
金
水

を
威
侮
し
、
子
丑
寅
を
怠
棄
す
と
は
、
ほ
と
ん
ど
理
解
で
き
な
い
」

と
い
っ
て
お
ら
れ
る
。
孔
安
国
は
、「［
三
正
］
は
天
地
人
で
あ
る
」

と
い
う
。
こ
れ
が
正
解
に
近
い
。
正
義
で
は
、「
仁
義
礼
智
信
を

威
侮
す
」
と
い
う
。
し
か
し
、「
仁
義
礼
智
」
を
並
べ
て
い
う
こ

と
は
孟
子
に
始
ま
る
の
で
あ
っ
て
、
孔
子
は
「
仁
義
」
を
並
べ
て

言
っ
て
は
い
な
い
。
ま
た
そ
の
下
に
「
信
」
の
字
を
加
え
た
の
は

後
世
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
殷
の
時
代
に
、「
仁
義
礼

智
信
を
威
侮
す
る
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
は
ず
が
な
い
。

　
「
親
義
別
序
信
」
と
い
う
の
は
古
い
言
葉
な
の
で
、
こ
こ
は
こ

れ
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
泰
誓
篇
に
は
「
商
王
受じ
ゅ　

五
常
を
狎
侮

す
」
と
あ
り
、
孔
安
国
は
「
五
常
の
教
え
を
軽
侮
す
る
」
と
い
う
。

舜
典
篇
に
は
「
慎
し
み
て
五
典
を
徽あ
き
らか
に
す
」
と
あ
り
、
孔
安
国

は「
五
典
は
五
常
の
教
え
、
父
は
義
に
、
母
は
慈
に
、
兄
は
友
に
、
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弟
は
恭
に
、
子
は
孝
」
と
い
う
。
ま
た
、「
五
品　

遜し
た
が
は
ず
」
と

あ
り
、
孔
安
国
は
「
五
品
は
五
常
を
謂
う
」
と
い
う
。
ま
た
、「
五

教
を
敷
き
寛
に
在
り
」
と
あ
り
、
孔
安
国
は
「
五
常
の
教
え
を
布

く
」
と
い
う
。
武
成
篇
に
「
民
の
五
教
を
重
ん
ず
」
と
あ
る
。『
左

伝
』（
文
公
十
八
年
）
は
「
五
教
を
四
方
に
布
か
し
む
、
父
義
に
、

母
慈
に
、
兄
友
に
、
弟
恭
に
、
子
孝
」
と
い
う
。『
孟
子
』
に
「
父

子
親
有
り
、
君
臣
義
有
り
、
夫
婦
別
有
り
、
長
幼
序
有
り
、
朋
友

信
有
り
」
と
い
う
。
周
代
の
語
は
皆
な
以
上
の
通
り
で
あ
る
。

　
『
孟
子
』
の
「
教
う
る
に
人
倫
を
以
て
す
」
の
下
に
云
々
し
て

い
る
の
は
、
父
子
・
君
臣
・
夫
婦
・
兄
弟
・
朋
友
を
五
倫
と
し
て
、

「
親
義
別
序
信
」
を
「
五
常
」
と
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
は
五
倫
の
教
で
あ
っ
て
、
常
に
行
う
べ
き
道
で
あ
る
。
だ
か
ら

「
常
」
と
い
う
。
五
倫
は
つ
ま
り
五
品
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、

こ
の
五
教
を
「
五
常
」
と
す
べ
き
で
あ
る
。

　

董
仲
舒
が
い
う
、「
仁
義
礼
智
信
は
五
常
の
道
、［
王
者
］
の
修

飾
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
。
班
固
が
い
う
、「
五
常
と
は
何

ぞ
や
、
仁
義
礼
智
信
を
い
う
」
と
。
董
・
班
の
漢
儒
が
初
め
て
こ

の
「
五
常
」
の
細
目
を
立
て
た
。
こ
れ
は
「
五
行
説
」
に
慣
れ
て
、

そ
れ
に
こ
じ
つ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
昔
の
「
五
常
」
で
は
な
い
。

ま
た
、「
仁
義
礼
智
信
」
の
う
ち
、「
智
」
は
心
の
徳
で
あ
っ
て
、

行
い
に
関
わ
ら
な
い
。「
仁
義
礼
信
」
は
身
を
も
っ
て
行
う
こ
と

が
で
き
る
が
、「
智
」
は
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
特
に
こ
の
五

つ
は
「
常
」
と
い
う
の
に
は
ぴ
っ
た
り
し
て
い
な
い
。
五
倫
の
教

は
「
常
」
と
い
う
の
に
適
切
こ
の
上
な
い
。
孔
子
は
「
仁
智
」
と

い
う
が
「
仁
義
」
と
は
い
わ
な
い
。
孟
子
は
「
仁
義
」
を
初
め
て

並
べ
て
言
い
、
ま
た
、
た
ま
た
ま
「
礼
智
」
を
そ
え
、「
信
楽
」

を
加
え
た
。
孟
子
の
と
き
「
仁
義
礼
智
信
」
の
五
つ
を
な
ら
べ
て

言
っ
た
こ
と
は
な
い
。
ま
し
て
そ
れ
以
前
に
お
い
て
は
当
然
な
い

の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
泰
誓
篇
が
書
か
れ
た
と
き
に
、
こ
の

五
つ
を
「
五
常
」
と
い
う
は
ず
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
か

ら
古
い
書
を
考
え
直
す
べ
き
で
あ
る
。

　

五
行
の
説
が
行
な
わ
れ
た
の
は
戦
国
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
五

行
は
日
々
の
生
活
で
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。
五
気
が
運
行
し

て
人
物
が
そ
の
性
を
受
け
る
と
い
う
の
は
、後
儒
の
妄
説
で
あ
る
。

三
皇
・
五
帝
・
三
王
を
五
行
に
配
す
る
の
も
、
ま
た
後
儒
の
説
で

あ
る
。
相
生
説
や
相
克
説
、
天
一
水
を
生
ず
る
と
い
っ
た
類
、
干

支
・
四
時
・
五
色
・
五
味
・
五
辛
・
五
臓
の
配
当
の
こ
と
、
五
行

で
災
異
祥
瑞
を
い
う
の
は
、
み
な
虚
妄
の
説
で
あ
っ
て
取
る
に
た

り
な
い
。
五
行
の
土
、
五
常
の
仁
、
四
徳
の
元
を
も
っ
て
残
り
の

も
の
を
兼
ね
る
と
い
い
、
土
用
を
も
っ
て
中
央
と
し
、
さ
ま
ざ
ま

の
説
を
な
し
て
五
の
数
に
引
き
付
け
よ
う
と
し
た
。
五
行
の
説
が

行
わ
れ
て
よ
り
、
学
者
は
み
な
五
の
数
に
と
ら
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
お
か
し
な
話
で
あ
る
。
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